
○新しい市の人口推計

6

新新市市のの人人口口推推計計
～ 新しい市の将来人口は、10万 7千人に ～

　第 3回協議会において、新市の人口推計が示されました。

　新市では、合併特例法による財政優遇措置を活用して、幹線道路網による都市基盤整備などの新しいまちづくり

を進めることにより、新市の全ての地域で高速交通網の恩恵を受けられるようになります。

　これにより、住民生活の利便性が向上することから、新市では今後も人口の増加傾向が続くと見込まれます。

　新市が誕生する平成 17 年の推計人口 102,210 人は、20 年後の平成 37 年には 107,359 人まで増加する見通しで、

その後は緩やかな減少傾向に転じると予測されます。

　日本の人口が減少傾向の中で、新市は、稀少な地域と言えます。
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合併により、臼田町・望月町の人口減少が緩和します。合併により、臼田町・望月町の人口減少が緩和します。

　新市となった場合の 4市町村の地域における人口推計と、合併せずに単独の状態での 4市町村の人口推計を比較

してみましょう。

　４市町村単独では、佐久市のみが人口増加傾向でしたが、合併することにより浅科村も増加傾向へと転じます。　

　また、臼田町・望月町においては、人口の急激な減少に歯止めがかかり、緩やかな減少傾向にとどまります。

○日本のどこでも、同じように人口が

　減少するわけではありません。
　

　県庁所在市に 1時間以内の交通圏内

にある都市部では、人口が増加傾向にあ

ります。

　それ以外の地域では、すでに人口減少

が始まっています。
（国土交通省　国土審議会基本政策部会報告）

　

●新市の状況は ､どうでしょう。

平成 42 年平成 37 年平成 32 年平成 27 年平成 22 年平成 17 年平成 12 年

107,336107,359106,788105,877104,224102,210100,016新　　市

77,88977,04375,71374,10871,93669,54366,875佐久市地域
内　
　

訳

13,38213,98114,50314,97215,35015,69015,962臼田町地域

6,8146,8056,7706,7416,6766,5836,504浅科村地域

9,2519,5309,80210,05610,26210,39410,675望月町地域

平成 42 年平成 37 年平成 32 年平成 27 年平成 22 年平成 17 年平成 12 年

103,172103,765104,166104,194103,416102,063100,016４市町村計

75,38674,91474,24173,23371,61269,48766,875佐久市

12,61313,32614,03014,68115,19415,65615,962臼田町

6,2836,3376,3966,4616,5076,5266,504浅科村

8,8909,1889,4999,81910,10310,39410,675望月町

北陸新幹線・上信越自動車道　　　　　［交通の要衝］さらに ､中部横断自動車道　　　　　［地域連携軸の結節点］

　●長野市まで ⇒ 新幹線で２０分、車で 1時間以内　　●東京まで ⇒ 新幹線で７０分、車で２時間以内

（資料：国立社会保障・人口問題研究所（低位推計）、合併協議会）

（単位：人）

○合併しなかった場合の人口推計 （単位：人）

（資料：国立社会保障・人口問題研究所）

（資料：合併協議会）

4 市町村は合併することにより ､人口が増加する環境が整います。


